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た
ち
ご
っ
と
で
貧
し
さ
を
盟
脚
レ
て
い

る
の
で
あ
る
。

ガ
ン
ジ
ス
、
ジ
ャ
ム
ナ
、
メ
グ
ナ
と

い
う
ア
ジ
ア
有
数
の
川
が
あ
り
な
が
ち

乾
季
に
は
国
土
が
平
あ
が
る
。
逆
に
雨

季
に
は
、
こ
れ
ら
の
川
が
は
ん
ち
ん
し

て
国
土
の
半
分
以
上
が
水
び
た
し
に
一
五
月
士
ハ
・
十
七
日
「
第
お
回
は
た

人
が
ひ
し
め
い
て
い
る
。
人
の

数

だ

け

↑

一

つ

だ

。

住

民

の

医

療

と

家

族

針

彊

な

る

。

い

ま

の

国

力

で

は

手

の

打

ち

ょ

一

ら

く

婦

人

の

中

央

雲

」

が

軍

最

で

な

ら

、

東

京

や

大

阪

の

号

君

主

。

盃

が

筆

。

一

室

と

い

う

。

だ

が

、

う

の

な

い

乙

伝

か

り

だ

。

高

か

れ

る

。

今

年

の

集

会

、

は

た

ち

大
茎
童
ち
は
、
こ
の
町
で
妙
な
と
一
ζ
と

に

い

る

医

師

は

二

人

だ

り

。

管

内

こ

れ

ら

の

善

環

雰

劣

警

の

中

一

く

婦

人

の

要

求

と

現

状

、

た

た

か

い

の

と

に

気

づ

い

た

。

一

人

口

は

二

十

五

万

人

。

検

査

室

に

は

、

で

、

世

界

の

隠

学

関

係

者

が

注

目

し

て

一

実

態

を

持

ち

よ

り

、

大

き

く

力

を

結

集

忘

れ

で

男

と

子

供

ば

か

り

じ

ゃ

一

日

本

の

小

、

中

学

校

で

使

つ

よ

う

な

顕

い

る

も

う

一

つ

の

問

題

が

あ

る

。

栄

養

一

し

ょ

っ

と

い

主

の

。

な

い

の

。

女

性

は

ど

う

し

た

の

か

し

一

微

鏡

が

二

台

あ

る

だ

け

だ

っ

た

。

陣

替

に

よ

る

宴

曲

明

記

。

一

ス

ロ

ー

ガ

ン

と

し

て

「

婦

人

の

地

位

E
。

一

語

費

老

g
g

失

明

の

子

長

官

た

め

詰

人

奇

襲

盟

ダ

ッ

カ

だ

け

で

は

な

い

。

村

々

を

回

一

せ

、

家

篠

畠

用

の

定

を

闘

っ

た

り

、

一

早

期

完

全

盛

と

高

ま

謹

を

確

立

一

年

に

一

万

八

千

人

一

つ
で
も
同
じ
現
象
な
の
で
あ
る
。
回
数

-m延
手

術

を

す

す

め

て

い

る

、

と

保

健

一

レ

長

つ

」

「

母

性

と

健

康

を

破

噂

す

る

焦

り

と

の

閣

で

は

、

ま

だ

宗

教

よ

の

戒

一

所

長

は

汗

だ

く

で

院

関

し

て

く

れ

た

。

ビ

タ

ミ

ン

不

足

が

大

き

な

原

因

と

一

入

費

り

し

『

合

理

化

』

反

対

、

大

幅

貨

律

が

生

き

て

い

る

。

女

性

は

人

自

に

ふ

一

指

導

民

に

つ

い

て

き

た

婦

人

た

ち

に

い

わ

れ

る

。

毎

年

数

万

人

も

の

子

供

た

一

上

げ

、

大

伶

業

の

大

儲

け

を

還

本

さ

せ

れ

る

場

所

に

出

な

い

の

で

あ

る

。

徐

々

一

会

っ

た

。

ち

が

室

回

定

に

な

り

、

さ

ら

に

一

万

八

一

生

活

と

草

署

守

ろ

う

』

な

ど

を

渇

u、

に

く

ず

れ

つ

つ

は

あ

る

が

、

多

く

の

女

一

子

供

の

数

を

た

ず

ね

る

と

「

七

人

」

千

人

も

の

子

供

た

ち

が

失

明

し

て

い

一

劣

懇

な

労

働

条

件

の

も

と

で

働

く

婦

人

性

は

ま

だ

家

に

ひ

き

こ

も

っ

た

ま

ま

一

「

六

人

」

「

八

と

な

ど

の

議

員

る

。

一

た

ち

の

総

量

と

し

ょ

う

と

い

う

も

だ

。

一

っ

て

く

る

。

初

期

信

表

と

し

て

、

自

に

白

い

迩

点

一

の

。

そ
れ
で
い
て
、
町
も
村
も
人
で
あ
ふ
一
一
つ
け
し
た
、
イ
モ
の
す
り
つ
ぶ
し
な
ど
。
一
々
し
ア
こ
見
つ
め
て
い
た
。
-
が
出
来
、
そ
れ
が
次
官
柑
こ
回
全
体
を
お
一
第
一
回
目
の
全
体
会
は
、
午
前
十
隠

れ
て
い
る
。
人
口
過
密
と
い
う
、
と
の
一

自

歳

で

十

一

人

の

子

一
内
毎
類
は
め
っ
た
に
な
い
。
乙

7
L
Uの
貧
き
に
は
、
い
ろ
い
ろ
一
お
い
、
震
襲
症
な

Uで
去
に
失
一
十
五
分
か
ら
、
上
需
福
祉
会
館
で
、

国
の
悩
み
が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
く
一
そ
の
申
の
一
人
は
「
十
一
人
産
ん
一
ん
な
療
情
守
、
家
に
ひ
き
と
も
り
、
ひ
一
の
原
因
が
あ
る
。
一
明
さ
せ
て
し
ま
う
。
一
一
一
日
目
は
県
立
浦
和
商
業
高
校
で
約
二

る
。
一
で
、
い
ま
生
き
て
い
る
の
は
九
人
。
上
一
た
す
ら
子
を
産
み
二
干
代
で
老
い
て
一
教
育
レ
ベ
ル
の
警
、
人
ロ
過
賢
一
全
地
婦
連
の
一
行
も
を
先
々
で
、
一
四
分
科
会
に
分
か
れ
て
の
討
嫌
。
闘
い

聾
あ
+
粛
に
当
た
る
パ
ン
グ
ラ
一
度
を
宇
目
ざ
し
が
照
り
つ
り
て
い
一
あ
る
が
、
多
く
の
民
家
は
木
や
竹
で
組
一
北
海
道
の
二
倍
雪
国
土
に
九
千
万
一
の
娘
は
も
う
嫁
に
い
っ
て
孫
が
三
人
い
一
い
く

d
の
一
安
。
保
鎗
附
で
出
会
一
民
開
票
な
い
、
さ
ら
に
、
議
な
自
然
条
一
自
に
白
い
班
点
を
つ
け
た
子
安
ち
を
一
合
わ
せ
は
「
震
回
は
た
ら
く
婦
人
の

デ
シ
ュ
処
理
が
カ
ラ
カ
ラ
に
警
、
一
る
。

一

ん

だ

実

示

屈

と

い

っ

E
g
o
-人
近
い
入
閣
が
と
室
、
な
お
年
二
一
る
」
と
い
う
妻
。
自
分
の
年
は
「
ニ
一
っ
た
女
性
た
ち
を
、
大
喜
警
は
精
一
件
:
:
:。

乙

む

り

が

か

ら

み

合

い

、

い

亘

た

。

一

中

毒

会

」

事

務

局

8
0
三
|
ニ
九
=
一

ホ
コ
り
っ
ぽ
い
空
気
を
通
し
て
二
二
O
-
首
都
ダ
ッ
ヵ
。
一
二
、
四
陪
あ
ビ
ル
も
一
そ
の
民
家
が

m策
し
て
い
る
町
に
、
一
・
八
修
(
臼
本
は
0
・
八

三

君

と

い

一

十

八

歳

」

と

い

っ

た

。

一

l
O五
八
一
(
新
日
本
期
入
の
会
)
ま

う
す
ご
い
ピ
ッ
チ
で
人
口
増
が
続
き
、
一
女
性
の
結
婚
適
請
は
士
一
三
一
句

t
l
l
A

、、
-
F
E
F
-
-

，.，
E
E
F
'
E
孟

一で。

JJ盟
国

・

・

圃

関

商

置

問

鴎
苛
，

s
N
.
4噸
」
間
も
な
く
日
本
を
慎
き
っ
と
い
う
一
傷
害
雪
面
産
量
老
女
性
も

一
一
一

atrd剖
歪

D
U
M
b
E
司
民
主
E

一

l
i:ー
ー

細

川

仁

周

回

・

・

ア

樹

齢

闘

圃

圃

E
E
W師、
一

言

。

一

き

く

な

い

、

と

い

う

。

だ

か

ら

二

一

t
I
Z
η
ν
t
u抗日間
J
宅

t
y
tヨ

J
j

Z
E
露

十

九

、

闘

幽

・

園

ピ

脚

吋

j
溺
樋
園
可
ハ
イ
J

酬

町

お

長

一

十

代

で

丈

以

上

の

主

妻

、

孫

の

1

・

・

.

二

度

一

代
、
地
球
は
一
つ
、
と
い

ぺ
¥.
.
.
 
一
ぷ

T長
盛

岡

?

一一

回

鮒

措

事

べ

き

死

亡

率

一

い

る

女

性

が

い

て

棄

な

の

で

あ

一

一
暢
一

っ
て
る
の
に
、
日
本
で
は

:一-
F離島

E
P
i級の乳児死
亡
一
る
。

募

金

で

栄

養

源

の

養

魚

一
一
か
一

1
2

一

一

圃

・

圃

・

・

コ

系

霊

童

臨

画

.

.

.

 

‘.R，識
す

率

、

さ

ら

に

五

歳

に

な

る

前

に

四

人

の

一

そ

し

て

と

安

性

た

ち

は

、

き

ま

二

人

一

く
園
警
を
固
守
し
て
い

¥
1凶・
・

改

量

産

園

町

留

置

園

・

明

君

主

一
人
は
護
審
や
伝
毒
死
一
っ
て
突

2死
な
せ
を
い
一
造
建
が
を
贈
っ
矢
千
万
円
一
だ
が
、
一
連
の

g
i一高
玉
一
事
一
人
の
子
努

i
a一写実
情

に

き

わ

欄
閣
糧
自
圃

v
s
e
B
E
E
E幽
Z
・
司
君
甜

U
Zと
い
う
表
現
実
に
あ
り
一
思
い
出
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
も
そ
の
対
策
費
と
し
て
だ
っ

2家
一
な
簡
が
生
じ
て
い
ち
一
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ニ

ー

な

い

不
都
合
が
警
て
い

「
司
i
d川
川

崎

阻

聞

欝

圃

一

、

明

言

な

お

人

闘

が

5
20一

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
子

ω

左
誓
岳
雪
ン
会

の
中
央
集
会

タ場参易易疹男場易 物
再び募金呼びかけ

ア
ジ
ア
の
最
貧
困
の
一
つ
「
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
」
。

ζ
の
国
で
は
、
貧
し
大
援
に
乳
児
死
亡
率
盟
十
分
の
百
五
十
(
平
人
事
φ
れ
る
と
亘
辛
人
は
一

年
以
内
に
死
亡
H
日
本
は
七
・
八
)
と
、
世
界
最
感
級
の
整
字
を
記
録
し
、
栄
養
不
足
に
よ
る
失
明
児
が
続
出
し
て
い
る
。
ユ
ニ
セ
フ
(
函
連
児
震
基
歪
)

を
通
じ
て
、
先
に
同
閣
の
失
明
対
策
費
と
し
て
八
千
万
円
の
募
金
を
贈
っ
た
全
国
地
域
婦
人
団
体
連
絡
協
機
会
の
大
友
よ
ふ
会
長
、
田
中
里
子
事
務
局
長

と
元
国
連
公
使
で
ユ
ニ
セ
フ
理
事
の
緒
方
貞
子
・
上
智
大
教
授
が
同
国
を
紡
れ
、
女
性
の
目
て
現
地
の
実
情
を
見
た
。
こ
の
視
察
に
蔓
吾
、
全
婦
連

は
さ
っ
そ
く
「
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
平
供
た
ち
に
光
を
/
ビ
タ
ミ
ン
A
を
」
ー
ー
と
、
募
金
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
和
信
め
た
。
(
写
真
、
記
事
と
も
同
行
取
材

さ
れ
た
毎
日
新
聞
・
小
一
冗
広
悦
記
者
に
寄
稿
い
た
だ
い
た
)

栄
養
不
足
で
失
明

ユ
、-
、回園町-

セ
ブ
資
金
底
を
突
く

女
性
の
姿
が
な
い
/

そ
れ
で
も
こ
の
過
密

全地婦連

は
た
ら
く
婦
人

ダッカ市郊外の民家。この程度の大きさの
家に7.8人もの~族が住む

喜びのうちに来し方を悟る中本さん

さを皆様にお届けするばかりではありません。

地械社会の発展に貢献しようれ、う企業理念

をもっていますL世界のEの国でも、その国の人

びとがコカ・コーラや関連製品を製造、販売す

るために、地元資本によるポトリング会社をつく

り、多くの関連産業t協力しその国の経済発展
に寄与していますLまた教育、文化、スポーツ活

動などの普及、緩興のお手伝いを通じて地域

社会の発展のお役に立ちた¥'1:願っていますL

コカ・コーラli1886年(明治19年)、米国ジョー

ジア州アトランタで初めてつ(られてから、すでじ

100年になろうtしていますLこの問、コカ・コーラの

さわやかさは、すこしもかわっていませιそじて今
では世界135ヵ国以上で毎日2{意3300万杯以

上(1杯=約236".[換算1978年現在)も愛飲さ

れています立この国でも厳しい品質管理基準の

弘、同じおL、しさ、同じさわやかさを皆様にお届

けしていますLコカ・コーラポトラーズは、きわやか

.1910年(明治.3年}から1915年(大正4年)ごろまでl.t.馬車が主な配送手段でした.

コカ・コーラボトラーズ
C岨.-CoI・ (~h'コー'11The C侃..CoIa C帽戸町の量崎高置です=

-現住のノレートカー'.~、まではコカ・コーラ11世界135ヶ国以上で毎日2億33ω万杯以上も愛飲されていますL

時 はカ3わっても、
かわら必ものがあります;



当
累
民
炉
と
い
わ
れ
て
も
ピ
ン
介
巣
パ
イ
ト
引
企
レ
く
穫
量
す
。
車
の

の

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
つ
喜
主
吾
、
白
書
に
間
併
な
く
、
樫
啓
子
、

足
、

心
情
や
噌
野
に
桐
調
子
る
も
の
が
あ
子
世
自
忠
告
、
小
づ
か
い
表
か
せ
ぐ
よ

々

C
E
訴
し
た
。
「
ア
メ
刊
五
の
ス
ー
パ
う
し
つ
廿
吾
、
と
い
う
の
が
ア
メ
リ

西

ゐ

実

お

っ

て

Z吉
相
」
カ
務
会
、
レ
か
し
意
政
商

小

と
い
い
な
官
、
お
い
し
い
警
た
忠
岡
室
く
な
く
、
子
供
た
ち
に

て
の
パ
ン
を
埠
く
パ
ン
毘
、
す
ば
色
も
好
か
れ
る
べ
ピ
l
・
シ
ッ
タ
ー
を

お
世
話
に
な
る
お
九
円
近
所
の
で
し
%
に
圭
っ
た
、
ま
ず
中
穆
J
メ
リ
カ
白
し
い
ソ
ー
セ
ー
ジ
を
売
る
ド
イ
ツ
人
瞳
す
の
は
饗
合
あ

2aせ
ん
で
し

夫

妻

主

主

と

吏

ぎ

の

童

己

の

あ

た

り

は

笥

雲

五

l

際

審

議

聞

で

す

。

の

時

車

場

の

撃

事

ノ

ド

た

。

己

の

担

は

|

と

号

と

、

子

に
嬰
量
し
%
前
回
-
-
い
た
ま
J

・
ミ
ド
ル
(
中
流
E
圃
哩
の
住
輩
出
左
瞬
り
の
ゴ
ポ
イ
ア
ン
軍
は
と
り
な
yv
苦
相
手
、
く
れ
た
白
は
、
ア
メ
告
き
が
寝
静
ま
っ
て
か
ら
国
菟
凡

に
品
目
っ
び
ろ
げ
な
人
た
ち
で
す
か
で
す
o
相
向
い
は
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
わ
け
私
た
雪
L
好
車
的
で
し
た
。
ご
リ
カ
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
官
の
ち
が
前
ね
て
き
た
と
い
う
こ
と
私
語

色
、
大
い
に
酷
が
は
ず
み
ま
す
a
闘
ン
、
君
習
が
ユ
ダ
ヤ
、

Zま
主
人
の
ハ
イ
ク
は
お
じ
い
草
ん
の
代
大
畢
査
の
食
べ
も
の
に
援
な
く
っ
て
、
意
し
で
関
宮
託
ま
世
~

子
に
踊
っ
て
元
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
た
瞬
mxは
イ
タ
リ
ア
、
そ
の
世
高
原
に
ト
ル
コ
の
ア
ル
メ
ニ
ア
民
脹
血
曹
将
U
て
い
た
私
た
ち
に
と
っ
て
大
助
で
し
た
。
?
ュ
ソ
エ
ッ
ト
マ
手

+
奈
ニ
ク
ソ
ン
〔
当
時
の
大
統
簡
)
ド
イ
ツ
事
と
い
っ
た
且
台
で
室
長
か
色
遣
与
さ
ち
一
夜
回
で
I
B
M

か
り
な
と
と
で
し
た
。

持
vh

の
ベ
ビ
1
シ
ッ
タ
J
か
令
と

絡
に
事
集
り
出
宮
可
左
瞬
り
，
人
閣
の
る
つ
炉
で
す
が
、
大
悼
の
控
師
。
警
ん
の
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
告
が
な
れ
る
に
世
っ
て
、
警
っ
て
お
き
ら
ジ
ヱ
l
ン
と
い
う
高

の
ハ
イ
ク
が
さ
の
な
附
は
共
担
買
が
一
代
目
白
盛
田
下
園
時
代
を
睦
叫
-Z
E
--
=
=
吾
妻
=
重
量
=
=
=
三
三
Z
E
-
-
三
一
=
=
一
重
三
三
一
彦
事
諺
φ

わ
し
て
く
れ
ま
し
た
。
7

誌
は
れ
M
L蛇
ド
一
一日
日
目
U
M
A
1
L

子
の
責
任
感
を
尊
重

町
制
校
訂
仁

右

堅

実

需

書

量

百

件

の

室

長

E

吾

輩

に

住

む

川

-

-

く

参

号

出

し

芝

れ

ま

し

弓

…

米
国
の
し
つ
け
に
教
わ
る

鵠
刊
誌
汚
え
は
同

州

Z
E
-
-
一
=
Z
Z
E
Z
E
Z
Z
Z
喜
三
り
、
障
し
て
お
聾
己
ん
は
口
を
出
さ

陪
十
一
揖
の
時
、
イ
ラ
ン
の
割
棋
宮
田
く
と
と
、
掴
か
れ
る
こ
と
が
ふ
ず
、
国
の
R
E
に
ま
か
せ
て
い
ま
し

拍
か
色
表
た
両
親
に
つ
れ
ら
れ
て
え
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
で
は
車
磨
間
弓
童
、
思
く
な
っ
た
と
と
房
長

葉
、
7
3
ア
I
ド
召
揖
院
に
学
か
れ
て
、
奈
一
人
で
行
く
と
い
う
び
な
が
口
、
車
で
y
z
J
手
書

び
ま
し
た
。
自
案
、
ピ
ア
ノ
教
師
を
こ
と
は
者
五
ら
れ
ま
せ
ん
か
ら
、
子
で
量
吾
と
、
y
z
1
ン
が
玄
聞
に
曹

す
畠
を
お
ら
、
地
区
の
吏
・
商
虫
色
の
躍
を
国
守
草
す
る
べ
く
と
同
時
に
ド
ア
が
す
っ
戸
調
書

世
盤
国
m謡
亜
で
も
あ
り
、
忙
し
く
ビ
l
・
シ
γ
タ
ー
を
整
遅
廿
れ
ほ
す
婦
の
事
仕
暗
に
ま
か
せ
な
す
り
、

し
て
い
ま
し
た
。
己
白
+
大
量
に
、
聞
な
内
重
せ
ん
。
ア
メ
リ
カ
で
は
十
揖
開
望
書
で
は
隻
〆
か
つ
て
キ
チ
ン
と

じ
ア
ジ
ア
人
だ
か
岳
、
と
い
わ
れ
て
未
輔
の
子
一
塁
採
草
に
郡
U

て
、
持
っ
て
い
る
努
語
宗
向
い
ほ

は
じ
め
て
イ
ラ
ン
も
ア
7
ア
か
、
と
事
が
穆
霊
視
が
軒

υく
曹

長

Y
あ
か
り
、
ア
メ
リ
刀
の
且
去
し

慣
が
つ
い
た
く
ち
ゃ
で
、
白
人
と
見
ま
す
。
士
一
一
空
毛
な
る
と
女
の
子
つ
貯
、
と
い
弓
毛
の
吃
ふ
く
わ
か
る

分
廿
が
つ
か
な
い
イ
ラ
ン
果
に
，
同
た
ち
は
ベ
ビ
1
・
シ
ッ
タ
ー
の
ア
ル
の
で
し
h

九百

協
力
」
に
つ
い
て
買
極
的
在
意
見
を
一
を
進
め
て
い
5

4
「
外
企
と
い
う
一
色
引
き
蹄
ぐ
ま
J
に
し
よ
う
。
ま
た
己
一

2?を
つ
な
者
支
首
相
う
、
と
前
向
弓

出
し
て
喧
し
い
と
い
っ
た
意
見
が
出
一
外
国
人
に
い
や
が
ら
れ
て
い
る
己
の
己
一
介
ほ
だ
け
で
な
く
、
外
国
簡
が
で
き
な
一

た
。
工
ほ
を
世
わ
な
い
辛
つ
に
し
よ
う
な
ど
一
く
て
も
霊
と
フ
ィ
ー
リ
ン
グ
を
待
つ

一
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。
一
て
。
ハ
1
卜
が
な
け
れ
ば
輩
出
酷
週
は

外
国
語
の
必
要
性
を

一

一

一
会
笠
話
会
咽
ず
足
、
日
本
人
の
一
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
し
て
開
界

テ
!
マ
に
柏
っ
た
話
し
合
い
奪
三
外
国
磨
不
撃
の
闇
因
に
つ
い
て
、
一
の
人
々
と
空
く

iZ開
力
を
」
き

た
E
グ
ル
ー
プ
で
は
、
揖
外
で
の
睦
廟
一
翼
闇
教
師
の
圏
平
空
襲
山
た
め
の
酬
む
一
ベ
た
。

「
そ
ん
な
だ
か
ら
、
問
心
町
れ
た
友
高
幡
勝
司
先
生
は
南
高
五
努
王
一
品
品
。
先
牢
と
お
害
ん
の
う
事
ま

だ
ち
は
争
え
る
し
る
い
つ
だ
っ
た
か
」
り
出
し
て
二
十
牢
に
な
る
と
い
う
。
そ
一
し
い
よ
A
J
d臨
力
、
ぞ
れ
は
ど
E
か
ら

観
察
怒
っ
妥
づ
い
た
ら
世
宗
一
の
去
は
お
母
さ
ん
と
と
も
に
あ
三
一
筆
れ
お
か
。

「
章
。
つ
ま
り
、

シ
l
ン
と
し

τい
で
司
容
吉
国
っ
一
わ
日
比
。
議
出
先
正
志
十
牢
問
、
不
動
一
と
の
ま
民
に
は
そ
ん
な
艶
且
が
品
争
ん

て
聞
い
て
み
た
色
、
火
事
報
で
生
竺
の
メ
ン
バ
ー
。
伴
聖
者
だ
貯
が
同
人
か
言
す
な
」
(
高
帽
準
司
。

z
z
=
=
三
三
重
三
喜
言
言
E
言
z
z
言
-=言一=三至=三喜=王Z=一r-曇孟主iL曇曇孟主Ei--量霊zEi-z霊EEi一=言z5一霊霊言圭至三=-云霊主言一=三=三=三三Z=三三三z=童主三E三言=三====三=一霊=三言三言=三主言言=三主主-==--一一言事葦葦歪霊言みみ孟主主言言一=圭喜言z=歪至三==三=三=E=一E至一は金音薗下伊
U

た
司
qbぞ
ん
怨
革
中
で
払
壬
」
か
わ
つ
た
が
、
大
悼
南
喜
高
の
杢
案
塑
生
肯
亦
町
一

f
周
翠
牢
肥
意
コ
ン
サ
ー
ト
の
院
の
車

図
書
噂
し
て
、
大
分
類
憶
え
る
も
自
に
入
っ
た
お
ぎ
ん
も
君
。
一
た
ち
は
明
記
急
い
で
夢
中
高
っ
一
示
。
京
色
、
主
迦
晴
の
嗣
察
始
ま
っ
℃

き
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
、
一
し
ょ
に
面
接
に
、
議
部
建
築
由
宇
一
て
い
た
わ
け
4
」
一
「
館
、
掴
警
で
す
ね
。
文
化
信
一
い
る
。
ま
た
と
の
あ
宍
十
革
、
-
一
十

番
喜
L
宿
署
撃
え
る
も
一
る
が
、
こ
れ
に
お
明
占
喜
明
白
刑
一
「
桔
回
、
高
奏
活
掴
烹
す
ほ
一
劃
指
揮
者
が
い
な
い
長
た
な
い
」
一
年
取
い
停
ま
J
と
、
禁
な
観
察

「
寝
保
守
主
、
合
闘
が
で
一
す
る
。
撃
必
ず
十
三
一
一
天
は
第
一

ら
し
い
の
担
。

号

嬰
醐
割
じ
で
も
、
一
と
歯
先
生
。
菌
先
生
向
島
べ
警

一
行
わ
れ
て
い
る
。

き
で
す
ぐ
の
ご
ろ
南
高
島
で
、
教
咽
興
一
す
る
手
島
J
だ
。
一
回
目
フ
レ
ァ
シ
ュ
で
」
一
告
の
歴
史
師
会
の
鼎
心
な
リ
ー
ダ
ー
で

が
事
加
し
で
担
問
由
明
レ
た
己
と
が
あ

闘。

る
ん
で
す
。
と
こ
ろ
が
そ
の
桂
、
費
闘

の
方
は
み
な
や
柏
ち
ゃ
っ
て
、
情
回
盟

っ
た
の
が
慣
一
人
。
一
人
じ
ゃ
合
間
旧

東
な
い
か
ら
、
指
揮
で
も
、
と
い
う
わ

け
で
す
よ
。
」

南
高
P
T
A
由
明
団
は
醍
帽
告
と
切

り
は
な
し
て
は
替
え
A
れ
な
い
。
聞
面

川

四

骨

干

ド

も

犬

山

固

に

な

っ

て

い

る

と

車

庫

地

面

警

聞

の

故

闘

を

め

ぐ

る

ト

に

掴

駅

伝

担

い

て

い

る

。

人

び

と

一

-

#

主

に

ド

イ

ツ

人

の

醐

如

た

る

面

画

ラ

プ

ル

、

住

宅

陣

晒

毒

事

与

一

は

常

に

こ

れ

を

求

め

て

努

、

商

品

肝

明

一
!
こ

-
h
こ

-

一

一

一、

一②

一

¥
i
j
/

ι
占

ほ

同

:

一一
:

完

Z
E
-
-
Z
J
fス
ト
ッ
ク
山
市
汗
伺

?JH

#

|

ト
事

t才
tに
r十
占
「
t

f

v

l

I

卜
l
r
i
「
l
「

~
h

F

J

し
か
し
間
警
間
屈
も
存
住
し
多
か
っ
た
矢

J
Yア
ー
を
め
ぐ
警
と
き
に
霊
つ
よ
い
う
わ
廿
で

F

h

十
γ
い
U
ト
い
い
い
1
1
fj
h
A
.
1ム
て
お
り
、
デ
ユ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
市
町
?
?
を
と
で
あ
る
O

町

君

。

一

-

h

二

喧

込

町

主

・

海

底

精

一

J
H

士

山圃
官
?とふ
M

f中
に
品
目
量
ロ
セ
ιンタ
1
2

車
三
三
五
車
Z

E
--五マル
ク

E
E
l-

4

|

|

L

I

b

-

-

υ

H

H

t

t

h

じ
1

4

E
ー

卜

aa--rRaR
肋
れ
た
と
き
も
倍
々
説
明
が
あ
っ
へ
の
パ
y

ク
ソ
ア
1
の
広
告
が
多
丈
十
円
)
の
己
@
一
ア
ス
ト
情
報
酷
は
コ
一
n

H
J
4
4
4」
1
1
44
1
1
44
1咽た
o

セ
ノ
タ
l
;
達
町
政
が
み
ら
れ
、
人

Z善
悪

ン

ス

予

定

的

主

事

実

リ

一

-

世

一

一

一

一

一

一

一

I
J「
J
九

」

一

出
レ
、
週
間
は
民
聞
聞
悼
の
手
に
よ
ぎ
を
奈
多
い
寧
宮
く
わ
て
い
る
。
人
口
六
千
万
人
容
ド
イ
リ

品

IIIll
i

-
-
I

l

l

i

t

-

-

-

-
-
-
-
-
-
-
-
-ー

ヱ
与
す
る
と
い

2
ス

ヂ

ム

で

、

ノ

か

る

。

ツ

国

民

の

な

か

で

、

六

十

五

万

部

と

一

『

器

以

来

、

日

産

ド

イ

ツ

語

主

義

理

に

費

量

う

だ

。

れ
て
い
る
雪
で
君
。た
と
え
ば
、
ル
ト
ヨ
ン
ウ
エ
ス
ト
フ
「
レ
ン
西
ト
イ
ツ
に
は
有
名
な
、
酉
ド
イ
い
う
の
は
非
常
に
多
い
部
劉
で
あ
叩

下
手
本
に
し
て
き
た
と
い
わ
れ
て
い
閉
丘
、
日
本
で
ー
辛
ほ
や
さ
れ
て
温
を
穿
い
て
い
る
人
に
曙
り
つ
け
る
州

(人
口
干
七
百
万
人
)に
一一
一十
五
ツ
商
品
子
ス
ト
酎
団
が
あ
り
、
日
常
る
。
尖
阪
府
立
潤
膏
生
肩
セ
ン

タ

日

が
る
。
日
常
の
曹
己
主
一
え
で
も
、
い
る
リ
フ
「
ム
も
、
ド
イ
ツ
で
は
キ
:
テ
セ
ー
ル
ス
や
電
話
に
よ
る
カ
画
お
か
れ
ず
い
る
。
年
問
、
契
商
品
に
つ
い
て
比
軽
テ
ス
ト
を
し
、

l
警

重

要

)

，

伴
奏
な
ド
イ
ツ
白
人
び
ど
互
い
う
問
題
目
黒
多
い
た
め
昔
か
主
セ
ー
ル
ス
、
芝
、
車
禁
死
亡
U

十
方
話
震
が
あ
り
、
多
い
の
は
、
主
を
「
t
f
i
」
と
い
う
霊

・

~戸

一一一一江戸
堅実つつましい生活

…

組

当
量

一

回
目

i
m
-
-
M
m
J示
E

h
-

-

1

1

1

1

4

圃
圃
ト

ァ
一
ず
も
一
'T
A
h

霊
山骨

己
主
富
山
訪
日
立
与
刊
誌
背
1
j
i幽
bmy
k
g誕
二

世
日
本
人
露
見
も
や
は
り
、
地
時
霊
長
'
緩
や
か
ら
だ
と
の
院
日
本
主
告
書
襲
の
置
押

官

民

隠

れ

以

代

刊

以

ゐ

m
B
f
v
H酬
が
二

af
u
L
叫
ん

襲

眠

i

「

向
で
つ
つ
ま
主

5
5
1
L
Zっ
%

4

1

生
言
っ
た
函
y
y
u
i
経豪

宥
守
秘
割
判

H相
田

圃

認

可

ル

ム

ア
与

を

議

官

，一一

片
の
事
り
し
と
い
う
と
と

Z
っ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
夜
、
共
週
し
で
人
況
は
符
U

事

て
一拍
り
、
梢
事
物
仲

l
L
FL
陣
川
ム
1
・E市
、

:
h闘U
小

川

で

?

同

三

{

句

柑
た
と
え
ほ
己
の
固
で
一
議
警
掴
思
想
望
し
て
い
る
が
と
り
由
主
昇
私
心
配
さ
れ
て
い
る
。
問

問

的

臨

開

鰍

騒

蕗

--z
rE‘)…川
H

P
A

じい
M

一
二

日

1
2
3
E日
早
々
ソ
白
河
電

iHi--』一143娼
aM泊
三ぷ
ミ
ロ-

一
日
池
町
長
野
刊
誌
等
錯
綜
MMr

得
税
一
ド
ド
レ将司
圃
日
制
U
V
V
清川護
恥町一

Z

S

S

2

い

の

白

、

ラ

一
イ
パ
y
l

を

事

喜

主

で
あ
る

4
5
望号
・・・
E
E
E
E薗
圃

-?
印

刷

H

相
互
依
存
の
基
本
は

ア
メ
リ
力
式
の
睡
置
で
な
く
な
っ
て
き

て
い
る
。
だ
が
こ
れ
は
、
国
障
問
な
生

活
の
輿
暫
ゼ
し
て
い
る
ト
官
丘
も
の
で

も
L
と
っ
て
、
事
せ
在
こ
と
疋

E
し、

個
人
的
に
そ
の
遣
い
券
託
ベ
あ
っ
て
、

百
れ
に
買
い
あ
っ
て
い
れ
ば
い
い
が
、

園
開
基
で
安
う
は
い
か
な
い
。
ま

た
、
園
開
輔
争
叩
中
で
一
置
に
な
争
よ

で
必
型
電
こ
在
庫
F
d
持
つ
己
と
、

そ
し
で
日
本
人
は
そ
こ
に
同
悼
を
待
っ

て
い
い
の
だ
と
産
ベ
』
匂

夕
方
、
六
時
三
十
分
か
8
E
虫
じ

の
パ
ー
テ
ィ
で
は
、
国
輔
を
越
え
て
親

睦
を
罷
め
る
グ
ル
ー
プ
が
告
噛
り
あ
ち

ち
と
ち
色
に
見
受
口
同
五
「
」
。
己
の
盛

岡
臨
吉
田
聖
亜
の
山
崎
倫
子
氏
の
中

国
見
学
間
串
ス
ラ
イ
ド
上
眠
が
行
わ
れ

た。

(2) 〈金曜日〉

パティ垂埴では、あちらこち
らで務積壷吏流均九

外国人も畢加して閉心に聞酒に
聞きいる。

あ
め
mv労
3ud
育
で
日
記 ③ 
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曹
、
二
十
九
日
の
午
前
申
は
中
母
国

の
問
司
相
百
夜
賢
ほ
苧
ん
な
こ
と

な
の
か
、
ま
「
点
目
怒
り
p
方
を
扉
墜
を

品

目

山

一

ン

隅

じ

冊

追

っ

て

院

明

。

「

掴

百

磁

停

に

は

共

閣

(
圃
を
一
が
は
の
開
会
に
あ
た
り
輯
回
全
畳
は
「
今
旦
性
と
間
曹
位
。
一
つ
位
里
賓
が
あ
一
奇

官

号

泣

担

。

ァ

1

マ

蓄

え

て

い

く

中

長

官

一

塁

話

量

一

お

寝

室

人

目

る

者

千

金

他

Eは
'
ri
r
f
r
a
る

)
z
i
一一つ
以
上
の
車
団
が
ゆ
る
い
速
告
書

官

主

川

刊

3

5

T

(

車

)

4

5

L

E

S

E

亘

閉

す

る

E

E
ん

澗

の

P

L

3

3

2
3
S
を
認
め
る
)
の
な
い
干
ー
だ
が
、
こ
れ
は
非
警

官

捕

加

害

酬

し

J

2

5

2

t

￥

る

唱

え

一

手

か

し

い

と

き

と

片

現

状

の

曹
が

M
M

ム
間
以
ア
。
と
の
己
弁
吾
、
奇
回
宏
茅
通
じ
て
宇
一
国
腎
墓
園
の
掴
宵
夜
惇
で
は
f
z
n
R

r
釘
計
三
。
ん
で
怪
し
い
」
患
い
さ
つ
。
同
堅
一
2
5
え
き
ょ
田
喜
一
つ

は
ミ
寸
ン
文
珊
南
な
の
生
み
の
摂
雲
誼
市
川
開
盤
的
一
員
団
に
を
J
一つ
白
書
が
世
圃
す

凡

セ

一

パ

洋

間

曜

と

一

割

陣

。

一

品

J
い
の
思
い
出
を
悟

mq
害
加
者
に
三
十
軸
め
る
車
を
と
っ
て
い
る
弁
連
へ
弓

自

国

た

る

ジ

大

は

理

臼

ま

た

、

日

本

人

が

相

胃

夜

存

と

い

う

L
M
T詰
問

時

五

輔
自
、
相
手
と

E
tヘ
ッ
タ
リ
事

九
開
聞
を
慣
に

Z
畳

C

由
る
こ
と
だ
!
l
害
実
は
い
い
け
れ

十

r
で
存
略
目
。
に
邑

匝

こ

の

圏

直

積

九

た

人

陣

中

川
ど
、
き
ち
い
な
人
と
は
仕
事
を
し
な
い

-
〉
金
互
の
十
山
間
国

哩

と
い
っ
た
考
え
方
を
し
が
ち
で
あ
る

日
民
宵
相
目
ニ
北
本
た

八

き

世

「

八

、

山

山

田

め

ヵ

、

イ

ン

ド

の

カ

I
ス
ト
制
度
の
中
に

十

た

人

は

十

氏

て

や

吉

見

ら

れ

壱

垂

J

に

、

警

世

譲

宅

二

回

開

マ

ニ

ス

つ

本

を

ー

月

陣

立

一

。

ア

な

日

ち

ぎ

る

の

た

、

軍

ヲ

か

色

己

ぞ

相

手

房

畠

ニ
・
国
テ

J
ピ
と
、
た

亜

白

一

・
師
的
人

市
川
さ
ん

を
し
の
び

lPPSEAWA I~ 
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方
の
メ
ン
バ
ー
と
い
う
λ
が
多
い
の
で
一
告
の
艶
足
は
昭
咽
四
十
二
年
で
あ
る
。

月
「
主
回
以
ト
事
置
に
来
る
。
一
己
れ
も
、
月
一
回
延
々
と
十
五
年
間
つ

「
ほ
か
の
高
校
の
お
霊
C

ん
に

2
り
一
づ
い
て
お
り
、
十
五
牢
メ
ン
バ
ー
一
入
、

や
苦
レ
が
れ
る
の
。
た
ま
に
高
世
に
行
一
十
四
年
草
加
し
て
い
る
人
空
一一
人
と

っ
て
も
事
た
の
お
闘
も
わ
か
ち
な
い
一
句
警
告
も
台
置
も
南
高
の
帽
由
、

し
、
一
人
ぽ

ζ
了
っ

τ子
祭
乙
一
撃
震
の
完
全
草
月
六
量
産
功

己
に
入
っ
宮
、
れ
て
、
本
当
に
よ
か
三
重
克
で
い
る
。
説
F
N
古
曲
「

た

わ

」

。

一

，

層

F

d

タ

白

四

つ

申

グ

ル

l

智
恵
川
の
P
T
A
由
盟
国
型
耐
園
費
一
ブ
が
あ
り
、
士
函
〈
八
十
人
く
ら
い
県

告
で
も
高
惜
の
出
梼
ほ
南
高
だ
吋
だ
。

一
ま
る
)
で
会
葎
舎
の
あ
と
、
グ
ル
ー
プ

そ
し
て
値
持
さ
ま
い
と
い
う
僻
判
一
応
分
れ
で
観
帽
告
が
あ
る
。
商
科
を
監

が

あ

る

も

一

え

、

話

し

あ

い

を

リ

ー

ド

し

、

先

生

芳

「
し
量
メ
ほ
か
り
で
背
聞
も
眠
時
一
町
慣
極
的
な
串
刀
で
、
間
圏
全
は
着
輿

な
い
人
ほ
か
的
珪
の
。
大
し
た
こ
井
涯
一
は
曹
三
九
。
年
一
E
却
す
告
輯
も
、
今

い
の
。
た
だ
十
年
融
引
っ
3
て
い
る
一
年
で
十
一
時
と
な
っ
て
い
る
。
己
ん
な

HU・
」

一

眼

・

舎

の

中

で

、

尭

足

の

ご

ろ

か

色

真

ふ
ラ
う
の
P
T
A
由
晴
ほ
、
現
努
三
重
の
主
筆
，
み
ん
在
で
融
担
割

P
と

は
凡
か
色
、
敵
っ
て
い
る
剛
闘
が
短
い
。
一
い
う
企
圃
が
あ
っ
弓
み
な
で
大
聞
を

と
と
惇
十
年
の
震
が
あ
る
:
膏
鍋

一出
し
て
い
雪
吾
、
学
生
時
代
を
闘
い

は
じ
め
軒倍
、
十
四
人
だ
っ
た
と
い
う
一
も
閉
め
な
い
'
の
に
、
か
な
り
む
ず
か

一
出
し
て
表
u
く
な
り
、
昭
和
四
十
四
年
、

か
ら
、
曹
、
ほ
ど
の
定
暗
事
だ
。
一
し
い
曲
を
軍
司
十
周
牛
田
章
コ
ン
サ

一南
高
蝿
で
軟
お
う
と
い
う
亡
と
に
な

「
表
U
く
て
、
韓
U
く
て
平
め
ろ
れ
一

i
ト
の
曲
の
巾
に
は
高
田
三
聞
の
由
曲
一
り
、
P
T
A
会
膏
に
よ
び
か
け
、
約
三

な
い
の
よ
。
払
な
ん
て
そ
の
時
、
乙
一
「
水
町
い
り
さ
が
あ
っ
た
J
」
の
中

一十
人
が
重
り
二
部
合
唱
が
じ
九
院

の
高
桂
に
い
た
予
に
婦
か
生
れ
て
、
も
一
の
「
樫
は
、
パ
ー
ト
が
お
却
に
も
分
一
白
牢
も
l
J
K
じ
て
南
高
慣
に
出
て

う
，
ぉ
甲
あ
ち
ゃ
ん
N
よ
」
一
れ
る
睡
随
だ
。
む
ず
か
し
い
、
む
ず
か
一
い
受
岳
、
自
由
聞
を
つ
く
号
つ
と
い

「
年
だ
世
D
引
溶
か
ち
、
充
て
一
し
い
さ
官
事
詩
雪
γ
ん
た
ち
一
う
と
と
に
昔
、
酒
田
士
ハ
年
寄
、

い
う
と
先
生
(
指
輔
の
間
位
向
亜
里

一
は
事
U
そ
う
に
耽
っ
て
い
る
も
，
目
標
一
当
時
の
間
雲
E
E
中
西
良
子
さ
ん

・
高
柵
鵬
問
先
生
)
に
ハ
ッ
パ
骨

U
D
一
房
菖
F
が
指
揮
の
高
幡
先
倖
あ
モ
y

一
(
現
在
も
自
問
団
、
間
費
百
の
メ
ン
パ

れ
ち
3
て
。

Y
慢
九
草
ギ
八
理
の

一ト

!

ち

し

い

。

一

l

)

か

色

P

T
A
告
毘
へ
申
レ
人
れ
、

人
語
っ
て
る
そ
っ

τ
5
2一
「
ど
わ
ゆ
号
P
T
A
由
炉
の
レ
ベ
一
つ
い
に
P
T
A
由
自
の
成
立
。
童

十
八
ま
で
や
め
ら
れ
な
い
わ
」
。
か
く

一ル
に
し
て
は
高
い
か
な
。
で
も
桔
綱
取
一
当
時
メ
ン
バ
ー
十
四
人
。
迫
田
者
が
少

て
、
大
正
生
有
吉
天
、
，
ぉ
ほ
あ
ち

一え
ま
す
よ
J
左
目
指

g
dん
は
ね
ば
一
な
く
、
母
革
新
し
い
メ
ン
バ
ー
が
ふ
え

ゃん
H

も
散
人
。
合
唱
問
団
長
の
北
崎

一り
強
い
で
す
。
指
帯
由
。
1
1
。
背
鰭
一
て
行
く
。
関
田
市
P
T
A
の
南
寮
空
世

間
さ
ん
は
P
T
A
全
盛
で
も
あ
る
が
、
一
市
閉
め
な
い
ま
ま
、
需
九
む
ず
か
し
く
一
舎
の
日
か
、
組
自
の
コ
ン
サ
ー
ト
も
恒

輔
聞
は
富
木
岨
の
午
世
行
わ
れ
一
型
宮
の
メ
ン
バ
ー
で
、

O
B
と
な

一敬
子
は
じ
め
か
ち
表
U
く
世
わ
せ
ち
一
年
の
ま
J
に
。
南
高
背
番
の
定
問
掛

る
。
広
々
と
し
た
南
高
の
百
室
こ
っ
て
も
融
い
つ
づ
り
、
事
に
も
示
室
ゃ
い
事
」

一雲
に
事
レ
た
己
主

一度
。
生
徒

四
十
七
人
の
お
虫
え
が
宗
主
主
に
一
が
主
缶
高
世
に
入
q
P
TA
金
量
一
窓
想
間
断
り
な
い
と
い
え
ば
、
掴
蝉

一
と
一
し
ょ
に
、
警
品
、
ハ
レ
ル
ヤ
を
献

蹴
っ
て
い
た
。
四

t
k
gに
、
劃
一
も
き
存
た
と
い
う
。
由
問
団
員
百
香
世
未
完
生
も
，

Z'。
本
軸

一っ
た
。
子
容
一
し
ょ
に
警
J
S
主

立
以
来
の
十
年
メ
ン
バ
ー
が
九
人
い
急
車
周
一
因
。
審
会
百
一
回
、
両
一
は
懇
話
回
歪
だ
。
商
標
生
善
一
に
事
U
い
し
、
己
れ
温
い
て
串
礎

三
=
=
i
=
z
i
=
i
z
i
-
-
E
一
一
=
=
-
i
z
z
i
=
z

イ
キ
の
会

あらゆる分野への苓，

男女の共同参加

主唱労働省

33回目の婦人週間

男女の相互理解を
荊33固購入園聞が今自力、ち抽まる。特に今年は、

嗣人審政掴行盟主十五周年と圏直蹄人の十年の畳

半期に入るため、テーマも「園内行動酎圃」に基

づき「あ色ゆる分野への同女の共同草加一一車躍

で ・輔咽で ・地棋社舎で " J己れは、昨年の

デンマーク ・ コベンハーゲンの世界全蝿で錨~さ

れた「国連蝿人の十年睡半間行動プログラム」と

「捕人に対するあ色油引間際D盟月間阻聞に聞す

る来的Jの趣旨を匝み、日常生活町中に今も盟る

男女世剛分担の唱え方を、車直 ・噛咽 ・地瞳で聖

え、あらゆる分曹での開立の相互理解と協閣をEし

ていこうというのがねちUマム

制3@l婦人週間

411108・16日

(簡三種酌贋鞠!!!可}

今
ま
で
、
ず
っ
μ
焼
い
て
拍
り
、
園
田
か
色
事
加
し
て
い
る
，
十
五
年
メ

ン
バ
ー
'
が
い
る
。
小
学
園
日
平
中
学
慣
の
P
T
A
由
嗣
団
は
多
い
が
、
高

檀
と
い
う
白
は
診
じ
い
。
P
T
A
そ
の
も
の
も
釜
見
九
貯
、
記
お
父
母

に
は
，
間
保
な
い
'
岨
腕
に
在
り
が
ち
な
の
だ
。
な
ぜ
た
な

Hbつ
づ

き
す
る
の
か
l
。
由
問
団
の
制
世
風
景
勝
の
ぞ
い
て
み
た
。

智
容
笠
南
高
呼
宇
檀
の
p
r
A
由
園
田
マ
カ
十
恩
茎
通
え
、
辛
苦
一

月
十
四
日
、
記
意
コ
ン
サ
!
上
を
闘
い
九
営
』
口
に
千
年
と
い
ス
示
、

民
投
廿
る
と
な
る
と
、
華
事
さ
し
い
日
々
で
は
な
い
。
お
ま
け
に
己

申
告
園
は
、
子
祭
実
し
で
し
ま
っ
た
O
B
hぞ
の
喜
朗
け
て
い

る
の
で
、
十
年
敵
い
酬
け
で
い
る
人
も
多
い
。
己
の
告
用
聞
は
、
P
T
A

り
剛
副
告
を
足
審
員
た
白
も
の
で
、
己
白
岡
圃
告
も
岡
田
四
十
二
年
か
ら

山一ー歌
い
続
け
て
印
年

1P
T
A合
唱
団
一

会帯 f、議斤"'"

同合唱団四回冒且畳

横浜市立南高校PTA

た
師
弟

そ
も
そ
も
は
読
書
会
が
発
端

つ

国舌~く金曜日〉昭和56年 4月 10日

春
の
に
き
び

(3) 

。
置費はわからなくても近所の子ども

たちと仲よく週，~、小西家田町揖

樫
植
の
あ
と
、
事
加
者
の
酎
柚
務
拝
う
。

望
せ
は
木
村
準
完
ま
で

(
H腎
u

d
B
-t
・
031、
曹
U4

E
0
・z
!
2よ
干
A
)

マ
に

音
を
鮮
や
か
に
ス
ト
ッ
え

骸
M
V
身
を
骨
に
し
て
昔
金

崎
引
.
A，
ゃ
音
無
に
‘
合
議

じ
ι入泊
醐
の
帥
膏
一
ア
l
プ

も

鋲

M
V
重
要
な
世
間
を

は
た
し

τい
ま

tv
強
化
ポ

リ
エ
ス
テ
ル
町
民
a
面
に
聖
衡

さ
れ
て
も
る
、
確
性
の
強
し
γ

鉄
斡
M
V
膏
を
ひ
き
つ
り
保

6
.
-
』
れ
は
鉄
に
雌
性
が

あ
る
か
ら
で
き
る
重
で
す
.

野

内

倉

千

枝

子

宰
嬬
・横
揺
市
金
目
区
〉

宙
開
山
解
繋
轟
sc
写
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
先
生

。
方
は
、
あ
と
で
レ
ポ
1
J
F
を
出
さ
せ
て
現
楠
臣

賞
署
長
持
』
た
開
持
ち
に
な
る
。
問
の
教
育
?
?
た
ち

も
し
か
り
。
と
れ
は
、
現
在
白
世
曹
が
、
聞
宵
国
E

A
『
、
半
世
で
、
韓
両
の
荒
闘
が
喝
し
ら
れ
て
い
る
。
に
な
っ
て
い
る
か
色
で
あ
る
。
費
留
舶
を
ゆ
っ
く
り

そ
の
車
因
は
、
暫
膏
の
唖
で
、
点
甑
主
睡
、
序
列
金
量
帽
す
る
心
白
亜
曹
が
忘
れ
ち
れ
て
い
る
、
台
産
は

輯
が
担
づ
い
て
い
る
か
ち
で
は
な
い
か
。
指
倒
U
た。

テ
レ
ビ
一
で
「
智
内
畢
力
撤
底
海
草
ノ
」
と
「
い
じ
現
在
の
教
育
体
制
で
は
、
聖
廟
也
子
も
点
融
点
融

め
っ
子
い
じ
め
負
託
コ
子
」
を
畏
九
。
閉
曹
の
需
躍
で
、
心
の
量
宵
ま
で
し
て
い
る
昭
は
な
い
よ
う
で
あ

で
、
畢
力
中
学
生
は
「
母
親
に
匿
し
た
い
こ
と
が
あ
る
。
五
醒
階
肝
画
の
場
合
、

5
房
吾
宮
手
が
い
れ

っ
て
も
、
必
積
し
韮
』
い
a
の
ひ
と
と
と
で
片
づ
ほ
、
品
T1
白
子
が
い
る
。
そ
し
て
着
ち
一
己
官
れ
た

廿
ち
れ
る
」
「
置
要

E
医
れ
は
、
教
師
か
ら
開
祖
さ
子
は
、
う
っ
ぷ
ん
輔
ち
し
に
、
自
分
よ
り
劣
っ
て
い

れ
て
い
る
」
と
い
っ
%
横
雲
ほ
「
伺
曲
い
日
あ
る
子
を
い
じ
め
る
。
点
世
と
序
列
市
生
む
睡
暇
串

ら
れ
る
の
か
」
の
聞
い
に
「
吻
L
あ
た
り
た
い
」
『
う
る
。

っ
ぷ
ん
を
'
り
し
た
い
」
告
人
間
義
と
し
て
と
し
か
し
、
テ
レ
ビ
の
帽
置
の
中
に
も
敵
い
が
あ
っ

号
え
た
商
慣
が
あ
っ
h

句
い
じ
め
吾
れ
っ
乎
申
タ
イ
た
。
神
田
市
立
布
引
中
学
腔
が
、
，
田
い
者
い
じ
め

ブ
の
ベ
ス
ト
ス
リ
ー
は
、
①
内
問
、
照
口
、
拍
ir涯
を
な
く
す
運
動
'
に
金
挫
で
取
り
相
~
だ
固
で
あ
る
b

し
い
蜜
元
案
る
、

体
に
陣
曹
が
あ
る
事
体
力
が
ま
ず
、
生
世
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
、
車
酷
闘
査
を

掲
弓
背
か
低
い
、
と
い
ず
h
も
弱
い
立
噛
白
子
で
し
弓
手
あ
晒
県
か
色
、
融
面
は
、
生
億
L
自
分
と

…
忘
れ
ら
れ
て
い
る
心
の
教
育

再
る
。
教
師
の
。
と
り
は
、
と
し
れ
を
符
U
で
「
カ
エ
い
司
毛
の
は
か
廿
却
ス
の
な
い
も
の
な
匁
件
、
よ
い

ル
を
い
じ
め
る
へ
ピ
宅
雪
」
と
い
い
、
あ
る
母
親
う
意
努
持
た
せ
弓
聞
え
は
、
宇
佐
町
但
栃
の

は
「
ぞ
う
い
主
が
い
る
と
、
宇
畢
の
平
均
点
が
下
主
に
は
、

Eり
ひ
と
り
霊
安
」
い
う
壊
、

が
吾
、
E
子
が
い
う
」
と
置
し
号
車
力
の
生
億
九
句
厚
生
り
あ
る
什
事
を
与
え
た
。

祝
日
同
ラ
Y
オ
で
立
実
畢
め
筒
川
理
主
軟
禁
ぞ
と
か
ら
閏
分
自
婁
語
嬰
号
で
い
く
、
と
い
う

現
在
、
心
の
鞍
膏
が
な
相

f
Eに
さ
れ
て
い
る
と
し
方
法
で
あ
る
o
こ
の
よ
う
に
し
て
、
布
引
中
学
慢
で

て
臨
っ
た
と
多
聞
配
に
君
。
E
が
、
現
露
に
は
、
容
に
生
健
闘
士
の
い
た
わ
り
古
い
が
見
ら
れ

軍
陣
持
さ
、
費
留
面
に
、
む
か
在
主
き
れ
て
い
る
る
ま
J
に
な
っ
h

九。

と
雫
中
学
生
の
図
挿
が
、
先
生
に
引
盟
主
さ
れ
玉
」
現
在
の
量
膏
の
あ
り
方
移
葱
え
る
白
は
、
た
や
す

た
。畏
崎
嘩
置
の
時
聞
か
と
撒
興
事
U

く
見
で
い
%
い
乙
と
で
は
な
い

4れ
な
ら
ば
な
お
宮
邑
自
己
長

ず
る
と
詑
き
と
に
餌
づ
い
%
世
帯
の
だ
れ
し
も
心
白
書
房
子
る
べ
く
、
笠
宮
軍
察
協
力
・
レ
告

が
、
手
間
に
ひ
苓
邑
ベ
ン
を
ま
せ
て
い
る
。
買
わ
ね
ば
宮
な
い
と
号
。

.‘ 

晒
が
あ
旦
守
。

①
皮
膚
書
官
く
ポ
ツ
ン
と
盛
甲
よ

っ
て
皐
え
る
白
ニ
キ
ピ
や
先
…
鶏
袋
揖

で
慣
化
さ
れ
蛸
く
賓
魯
じ
た
鼎
ニ
キ
ピ

②
つ
ま
っ
た
申
脂
が
嗣
歯
に
よ
っ
て

分
解
さ
れ
、
そ
の
周
囲
が
炎
症
を
お
己

し
歩
、
な
っ
た
ニ
キ
ピ
@
邑
に
愚

作
レ
で
化
担
レ
た
ニ
キ
ピ
で
す
。

ニ
キ
ピ
は
世
相
平
体
閣
の
膏
吃
な
ど

も
匝
固
に
な

2
5す
か
色
、
い
つ
も
属

副
非
U
い
牛
若
安
続
け
る
と
向
時
に
肌

を
週
間
栴
に
惇
つ
よ
う
心
が
貯
ま
し
ょ

う。
ニ
キ
ピ
肌
町
手
入
れ
の
ポ
イ
ン
ト
は

椛
甥
、
可
能
館
料
。
手
の
ひ
口
で
ナ

今
L
泡
立
で
、
と
く
に
底
嗣
骨
組
の
多

い
閉
や
小
・
圏
在
ど
は
配
い
袈
レ
の
な
い

ト
世
J
に
て
い
ね
い
に
椛
胆
レ
、
概
水
で

よ
く
す
す
タ
芸
品
す
。
ゴ
シ
ゴ
シ
こ
す
っ

た
り
、
究
に
し
て
椛
い
す
ぎ
る
の
は
よ

く
あ
り
ま
せ
ん
。
開
聞
揖
は
さ
っ
ぱ
り

タ
イ
プ
の
化
粧
水
で
肌
を
恵
え
ま
す
が

同
の
周
囲
な
ど
か
さ
っ
く
部
分
に
は
乳

躍
を
つ
廿
て
お
章
亡
ょ
う
。

食

会

合

ヘ
ア
ス
タ
イ
ル
は
、
ニ
キ
ピ
を
か
く

そ
う
と
し
て
聞
や
聞
に
琴
、
か
か
雫
ふ

う
担
も
の
は
摺
物
で
す
。
車
車
も
柏
っ

ぽ
い
わ
の
は
ひ
か
え
、
甘
い
も
の
白
と

り
過
ぎ
に
昨
愈
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
円
P
』
い
ニ
キ
ピ
、
附
り
に
く

い
ニ
キ
ピ
の
輔
自
は
自
己
渡
り
宇
当
で

は
や
め
、
皮
膚
科
専
門
医
の
議
室

町
る
己
弁
湊
」
却
す
す
め
し
ま
す
。

商
品
情
報

d 

娘
、J

岡崎勘

h
r
h
 

輔一

て
い
ね
い
な
洗
顔
を

春
は
ニ
キ
ビ
が
悩
み
の
種

A
M
ニ
キ
ピ

の

原
因
は

円
れ
や
す
く
な
る
こ
と
も
ニ
キ
ビ
を
回

く
一
哩
田
に
な
り
ま
す
。
こ
の
抽
に
も
、

入
社
、
入
学
シ
ー
ズ
ン
で
世
話
自
体
が

今
ま
で
と
変
化
す
る
た
め
露
骨
、
ス
ト

レ
ス
が
た
ま
り
や
す
い
こ
と
な
ど
も
闘

世
に
一
五
ピ
L
態
F
Uて
い
辛
苦
。

会
上
手
に
洗
傾

L
て

肌
を
清
潔
に

哲
生
官
女
ベ
シ
ァ
ル
ピ
ュ
l
リ
γ
ト

ア
ク
ネ
ロ
ー
シ
ョ
ン
(
白
血
随
部
外
日
制

一五

Q
Uは
ニ
キ
ピ
が
で
享
ぞ
い

る
肌
を
態
え
、
す
こ
や
か
に
』
守
。

ニ
キ
ピ
は
ひ
4
4で
い
う
担
ち
毛
穴

に
陣
胞
が
つ
ま
っ
た
も
の
で
す
。
ニ
キ

出
が
で
き
や
す
い
と
い
う
の
は
、
圃
『
L問

問
な
博
聞
に
よ
巴
訴
す
w
'
H

町
、
そ
の
他
九

も
い
ろ
い
ろ
担
函
因
が
あ
り
ま
す
。

ぷ
ず
副
作
聞
に
な
っ
て
ホ
ル
モ
ン

(
介
フ
、
に
珂
竹
ホ
ル
モ
ン
)
の
E
曹
で

分
出
さ
れ
る
区
盟
置
が
多
く
在
る
己
と

ニ
キ
ヒ
に
は
、
だ
い
た
い
つ
の
田

@稲田憲製撒

t
r勾
Y

え若

水
野
'zaた引♂ロ

い
AZdれ
ヴ
句
集
出
2
3
:

げ
ぺ
，
絞
殺
者

Z53MK。

去
が
之
か
実
際
併
に
は

?を
'bυ
力
HH
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TOSHIBA 
小型 ・鮮ldて:クリーン・ス合レ&スロー、逆転スローまでできるとは、驚きた
嵯ろやカ、に動けるポータコ恥ビデオ、畳場u そして.飛行機カbずツクして飛ぷi帥t

わずか5.9kg(;品1・ょ)、尚さ1J5X制277X スロー再生まで、ポ タブ切で業しめ
奥行2臼mm。まずこの経き小色色に注円 ます。ゴルフやテニスのフォ ムを，1め

Lて<1:凱、，r艇に持ち運パ、スピ- t~? 、逆転して l 甘に師先てきます。

ディ仁、アクティプ1こピデオ抽樹三ができ ビデオチューナーも、同一デザインτ新発売。

ます。さらに、科〈触れるだけτ例q;:(- ポータフコレ・ヒ'ユースタ-c*Ilみ介わせて
ロジックボタン屯:t使いやすきの工夫 テレピ需組の鉢幽ができます。誕需

がt 、つ I~' ・ O)，f.-!<フVレピデオです。 組iJ<1両はもちろA、デジタルタイマーを

この小さなポ刊に、棄しいメカがいっぱい。 1人l雌しているので、 Nf.~)鯨岡もでき tす。

H .i~のマルチヘァドι ポータプル・ 'ポータプルビユースター(V.Iωc) .lll ， OO~ 内
丞ビデオチューナー(τ下IOOC). 15，0∞円

ピユースター{こ併載。鮮やカ"i.クリーン・ 3カラービテ方M ラ(1'目叩) 四回明

スチル&スロー司271レチヒクチャーサーチ:

寝室

一冊IこIつの餓能・天引きで

毎月貯める、 積立式定期預金

・有利なお利息でガγチリ備

える、定期預金 ・ハンテVカー

ドでさらにベンリ、普通積金 .

イザというときのお借入れ、 総

合口座の自動融資 ・ぁ給料・

年金 配当金などのお受取リ

に、自動受取りサービス ・公

共料金 ・クレジγト屯:どのお支

払い仁、 自動支払いサービス

・お申込みは量高限度額方

式の⑭マJレケシで⑧マルユーを

一一うちの銀行一一

示kiKLまL

太陽神戸銀行

化粧品を正しくお使いし、ただくために

キャップはきちんと Lめていますか

佐11!憧 キャ γプをあげ位Lにしてお(L
*分やアルコ ル分なEがlhでしまった旬、
雫~\1f'のホコりや雄薗が八，って中味が'i:TtL
やす{なりtす.位勺たあtの千五器(111のま
わり ~~tu 、に，7- ~、きらhlキャップÍ' L
めるように問慣づiほしょう.iた ずu刊の
キ守アプb!ちがえてft刊ポの甑につりたり
するL 直ってLiうニtもありtす.

〒104東京郡中央区岨座7-5-5 TEL 03(572)5111 
〒541大阪市東区北協36(京E淀庵判官ピル7階 TEL061加2)5071
〒4切名古屋市中村区名駅4-3-2BI責生宜名古串ピル)TEL0521561同却l

置いはじめ7こ勺続けて畢撞まで世いま Lょう
化粧品川i品質が変わ、なLょういろいみ工夫がな色れ

ていtす会'.l<仁品温や極端じ低温のtころに長時間
おいたり、 1庄剛 tl Ll、化粧品í>1<期間f~管Lt令する
L分離したりも]いが変わったり、変質しやす(な勺ま
す.い勺たA植いはじめた肌にあった化粧品は、i生中で
やめずに品植tτ続けてft'、tしよう， b L季節化粧品
なEが暗ってしま勺た場合11.次のシーズンH'脊器の
口H I'よ(-"レて、キ守ツプをきちんlLめてか<， U

のあたbないすずしも、場所に保存して{だきい.

手や指は肩書でLょヲか

化粧品はきれいなT術でお怯レ<t.:色い.
いっとん下やコットンにtった化粧品世

多すぎたか<，l 'ii器町中にLだすこtはあり
ませんか.こうしたこtが市主るL 化粧
水が畠った札クリームカE量:臭したり中

味の宜買を招(こkがあ9ます.化粧品の
mUA しはやめましょう.

⑧資生堂匡璽

L
い
人
述
「
な
、
実
巷
一
キ
ピ
ひ
と
岡
崎
に
皮
望
岨
の
角
富
市
厚
く
な

つ
も
慣
が
の
夕
、
京
、
そ
し
で
二
平
ピ
り
己
窓
の
入
日
が
せ
ば
め
ち
れ
る
こ
と

事
l
入
業
主
義
ぇ
、
お
し
を
う
し
て
で
き
る
の
か
、
そ
れ
も
再
な
ど
が
あ
げ
ち
れ
ま
す
。
ま
た
、
在

ゃ
れ
に
閣
心
が
向
き
は
じ
め
た
栓
涯
の
に
多
い
の
は
な
岬
か
、
闘
隼
廿
宇
情
字
冬
の
岨
軍
卜
し
て
い
た
庄
膚
の
働
き
が

の
丘
聞
留
す
眼
鏡
L
話
し
を
向
い
ま
し
問
自
の
上
H
t
p迄
に
活
蝿
に
な
っ
た

た

。

り

、

ほ

と

り

っ

ぽ

い

日

が

聞

き

皮

膚

が

化粧品は、ご自分の肌を知り肌にあったもの

を選ぴ、健康な肌に使いましょう.とり才郎、

の注官、を守って、目的にあわせて適量を正し

〈使いましょう固



M

の
生
活
訓
練
が
、
後
の
人
生
の
中
で
大
一
大
磯
の
海
辺
に
小
さ
な
家
を
借
り
て
、
一
イ
ユ
に
着
い
た
。
一
は
、
食
事
の
ま
ず
さ
に
へ
き
え
き
し
、
一
ね
。

言
葉
も
U
も
ア
メ
リ
カ
人
に
な
っ
一
ろ
う
と
考
え
た
が
、
毛
皮
と
か
ダ
イ
ヤ
一
び
か
け
た
。
受
精
U
た

。

-

パリ一川

「
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
奥
惨
大
学
」
の
署
員
師
は
桐
島
洋
子
さ
ん
。
要
川
い
に
霊
つ
こ
と
に
な
る
の
だ
が
。
一
出
産
予
定
の
八
月
半
ば
ま
で
も
警
主
「
船
に
乗
っ
て
し
ま
え
ば
こ
っ
ち
の
一
自
分
で
作
り
始
め
る
。
覇
が
い
い
。
一
て
い
く
子
鉱
山
ち
を
見
て
い
て
寂
し
く
な
ど
ち
い
人
闘
で
な
い
か
ら
、
子
供
一
総
会
で
は
、
情
報
公
開
法
を
強
力
に
ま
宍
今
後
一
年
の
運
動
自
僚
と
レ

一

上

川

は

義

春
秋
社
に
八
年
勤
務
し
た
後
、
フ
リ
l
の
ル
ポ
ラ
イ
タ
ー
と
し
て
世
川
安
時
代
を
海
と
と
も
に
過
レ
た
桐
一
ら
し
た
。
一
も
の
。
い
つ
生
ま
れ
で
も
い
い
か
ら
、
一
料
理
鰐
雲
を
た
の
ま
れ
る
。
そ
の
人
一
な
り
ま
し
た
、
決
し
て
ア
メ
リ
カ
人
が
一
た
ち
に
、
自
分

2哀
れ
育
っ
た
喜
一
重
喜
る
た
め
に
還
襲
員
会
制
を
て
「
市
民
室
導
に
よ
る
実
践
的
量

一

一
山
界
中
を
飛
び
回
わ
る
。
蓄
に
は
処
女
作
の
「
風
の
置
き
手
紙
」
、
雪
面
川
島
さ
ん
が
き
た
彼
(
=
一人
の
子
供
の
一
「
予
定
日
を
警
て
も
生
ま
れ
る
気
一
着
く
港
々
を
見
物
し
な
が
ら
日
本
に
向
一
票
次
々
に
紹
介
し
て
く
れ
、
料
理
を
一
惑
い
と
い
う
の
で
は
な
く
、
在
日
本
一
室
を
教
え
て
あ
げ
た
い
と
思
っ
た
の
一
取
り
入
れ
る
と
と
裏
金
。
動
を
展
開
す
る
」
を
、
大
き
な
テ
i
マ一

一

父

習

は

、

言

う

ま

で

も

な

い

海

の

男

。

一

配

が

な

い

。

困

っ

た

ナ

と

思

い

な

が

ら

、

一っ
た
。
最
後
の
寄
港
で
あ
る
蚤
事
担
一
教
え
な
が
ら
、
各
地
を
渡
り
歩
い
た
。
一
人
で
す
し
、
こ
れ
か
ら
長
い
つ
き
あ
い
一
で
す
」
一
同
運
動
の
決
織
決
定
機
関
は
、
年
一
に
(
イ
)
条
一
割
定
運
動
に
取
り
組
む
一

一

川

大

宅

竺

ノ

ン

フ

ィ

ク

シ

ョ

ン

貨

を

受

ち

た

「

淋

し

い

ア

メ

リ

カ

人

」

、

川

一

一

一

一

一

一

一

一
ス
キ
ン
ダ
イ
ビ
ン
グ
の
潜
水
深
度
世
界
一
そ
の
日
も
海
に
出
た
と
乙
ろ
、
不
安
定
一
る
と
日
本
ま
で
は
警
百
。
な
か
な
か
一
「
昔
宮
署
葺
く
」
と
笑
う
。
「
ア
一
を
や
ろ
う
と
す
る
彼
建
彼
女
等
が
日
一
し
か
し
、
今
の
葉
山
は
首
の
空
も
空
一
回
の
総
会
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
よ
う
定
(
ロ
)
個
別
テ
l
マ
ご
と
に
プ
ロ
ジ
ェ
一

而

話
題
を
呼
ん
だ
最
悪
女
は
料
理
が
う
ま
い
」
な
ど
数
多
い
。
一
一
天
の
子

山

記
録
毒
っ
て
い
る
ほ
ど
。
「
し
か
し
、
正
答
し
て
い
る
も
の
で
す
か
宍

土
一
生
ま
れ
そ
う
に
な
い
の
で
¥
私
は
飛
ん
す
カ
人
に
は
共
通
の
好
み
が
あ
っ
一
番
語
繋
震
で
き
な
い
人
選
に

一
気
量
も
澄
み
き
っ
た
葉
山
で
は
な
一
め
ら
れ
て
い
た
が
、
世
界
の
動
き
に
対
ク
ト
・
チ
l
ム
を
つ
く
り
、
情
報
公
開
一

一
川
窓
会
に
必
要
な
多
く
の
も
の
を
海
か
ち
得
た
と
い
う
桐
島
さ
ん
の
テ
l
川
磨
あ
が
る
と
、
在
あ
が
っ
た
カ
ッ
一
用
需
要
を
さ
ら
わ
れ
、
波
打
開
吉
り
ハ
ネ
た
り
し
て
陣
警
警
う
。

で
し
ょ
う
撃
ち
ょ
っ
と
使
う
と
オ
一
な
っ
て
し
ま

2
思
う
と
つ
ま
な
く
一
ぃ
。
も
っ
と
も
昔
の
苦
に
宅
い
る
一

処
で
き
な
い
た
め
世
話
人
、
霊
園
体
、
の
要
求
運
動
、
飼
査
活
動
雲
行
う
一

一
川
マ
は
冨
が
与
え
て
く
れ
た
も
の
』
。
警
な
経
験
と
高
力
は
、
会
場
の
川
パ
そ
の
も
の
で
、
何
も
で
き
な
い
塑
一
し
た
た
か
叩
き
つ
り
ら
れ
、
そ
の
シ
ョ

τかし
、
学
校
出

Eの
方
、
お
腹
の
一
リ
エ
ン
タ
ル
男
と
望
ん
で
す
ね
。
一
て
・
」
一
き
ろ
を
管
た
ち
、
た
ま
た
ま
さ
一
買
運
営
責
の
=
著
か
ら
な
る
運
蛍
(
ハ
)
情
報
セ
ン
タ
ー
の
基
警
っ
く
一

〉

而

女
性
た
ち
を
大
い
に
感
動
さ
せ
た
。
川
で
も
あ
っ
た
と
苦
考
一
ッ
ク
で
陣
痛
が
号
た
の
子
。
章
一
大
き
い
婦
人
を
実
と
と
が
な
い
と
い
一
特
に
肉
の
テ
リ
警
、
芸
ノ
ラ
は
ス
キ
一
そ
う
し
た
審
議
い
た
の
が
、
処
一
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
先
に
あ
る
島
ロ
ン
一
委
員
会
空
襲
安
定
に
従
っ
て
会
る
(
ニ
〉
情
報
公
開
に
潟
付
す
る
政
府

一

ヨ而

|
l
i
l
l
i
t
--
I
l
-
-
l
i
li
-
-
|
馴
「
経
済
力
が
な
い
の
で
私
が
働
く
し
一
生
ま
れ
た
か
ら
H
渚
H

と
い
う
名
前
を
一
品
警
ん
は
、
ど
う
か
船
上
で
生
ま
一
警
告
患
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
茶
一
幕
'置
の
置
き
手
醤
だ
っ
た
。
そ
一
グ
ア
手
近
で
あ
っ
た
だ
け
の
と
一
の
運
営
可
活
動
露
号
、
決
定
す
る
」
の
動
き
(
ス
パ
イ
防
止
法
、
製
の
歪
一

鳴

海

が

与

え

て

く

れ

た

も

の

口

駅

間

持

伝

持

一

つ

霊

位

l
l
lい
同

怜

間

同

怜

一

わ

ん

む

し

も

カ

ス

タ

l
ド

ス

l
プ
と
一
し
て
子
供
た
ち
と
日
本
へ
帰
っ
て
来
一
と
「
辺
警
移
り
ゆ
く
自
喜
一
こ
れ
明
日
記
長
ド
一
、
諮
問
町
時
一
山
内
日
目
白
河
町

一

j

i

-

-

(
|
い

UFjwFK一
切
出
器
開
…
料
理
の
腕
が
身
を
助
く
説
明
器
一
龍
一
日
一
品
料
理
指
一

閣
閣
総
凶
悶
悶
悶
悶
悶
闘

で
来
て
住
ん
だ
禁
山
(
神
南
県
)
の
一
ど
と
思
い
な
が
ら
、
惚
れ
惚
れ
生
き
て

!
・
6

・
司

1

j

・

1

ぃ

、

春

に

は

野

要

望

警

は

海

一

塁

、

主

同

盟

、

目

撃

ほ

か

七

団

体

れ

た

。

一

悶

悶

吋

凶

町

aqM闘
闇

琵
ιと

な

。

一

い

ま

し

た

」

'

:
;
L
:
・
‘
.
‘

I
l
l
i
-
-
:

の
奪
取
っ
て
食
べ
る
。
そ
し
て
、
人

吉
十
二
人
の
個
人
震
が
重
さ
れ

、

一

騎

保

闘

れ

凶

器

開

許

制

吋

一

将

棋

;

れ

た

も

の

葉

山

の

海

が

生

活

訓

練

の

母

点

在

ド

訴

時

日

「

1
1川
計
刻
刻
字
つ
L

N
N構
図

閣

悶

悶

完
「
人
間
と
し
て
の
総
合
的
な
、
一
だ
か
ち
、
家
庭
は
管
く
な
い
が
、

f

-

-

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

一
に
雪
、
母
と
子
が
思
い
き
り
ス
キ
ン
一
一
パ

ー

ト

タ

イ

マ

ー

一

ト
ク
と
い
っ
た
耳
よ
り
な
情
報
一

S
S内
d
園

町

圃

国

圏

内
な
る
重
一」
と
桐
島
さ
ん
筆
現
主
懸
け
は
管
副
委
員
ら
れ
た
一
塁
、

ニ
青
の
子
署
妊
っ
た
。
一
っ
て
い
る
。
が
、
日
本
入
港
を
習
に
一
い
?
て

5
3し
さ

三

一

ノ

ッ

プ

を

号

ん

さ

と

、

ぅ

。

二

U
z
-
-
ト

¥

.

一

ゃ
、
パ
l
卜
の
問
題
に
つ
い
て
の
、
中
一

S
N閣
v
d悶
悶

悶

悶

一

式

一

一

一

一

f

守

、

一

F

F

U

二

の

手

引

き

一

一

感
噌

S
U
S
国
闘
関

る
O

E

-

-

つで

安静 f、議斤J5n国釜E

タ
一
ク
ニ
ダ
モ
ン

摂

理

、

U

コ

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
(
札
幌
テ
レ
ビ
)

と
し
て
D
J
、
生
ワ
イ
ド
番
組

し
、
一
方
、
偶
数
で
も
、
夫
婦
茶
わ

ん
や
夫
婦
ざ
ぶ
と
ん
な
ど
は
、
お
め

で
た
い
も
の
と
さ
れ
て
い
る
と
と
を

変
わ
っ
て
き
ま
す
。
一
年
霊
別
の
新

聞
に
、
会
資
制
の
友
人
の
披
露
宴
九

列
席
し
た
主
婦
の
投
密
が
の
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
の
警
余
っ
た
会
費

を
、
新
生
活
の
足
し
に
し
よ
う
と
喜

ん
で
い
る
二
人
を
見
て
、
憤
慨
し
た

と
い
う
も
の
で
し
た
。
自
分
遼
の
お

祝
い
な
の
だ
か
色
、
会
費
以
上
の
乙

と
を
す
べ
き
だ
と
い
う
の
で
す
。
娘

牢
か
ど
れ
ほ
ど
だ
っ
た
の
か
、
ま
た
、

援
露
宮
赤
星
木
で

n
Eい
も
の
だ
っ

た
の
か
、
文
面
で
は
わ
か
皇
志
せ
ん

で
し
た
が
、
ど
と
か
「
心
」
の
な
い

友
情
の
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。

さ
て
、
彼
即
時
間
定
つ
き
も
の
な
の

が
引
出
物
で
す
。
陶
器
や
ガ
ラ
ス
器

は
割
れ
る
か
ち
と
、
替
は
敬
遠
さ
れ
、

漆
器
類
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
最

近
で
は
、
創
れ
た
ら
数
が
唱
え
子
孫

繁
栄
に
つ
な
が
る
と
解
釈
さ
れ
、
引

出
物
の
よ
位
を
占
め
て
い
ま
す
。
無

艇
な
実
用
品
と
い
う
と
と
で
し
ょ

、っ。
も
う
一
つ
の
傾
向
と
し
て
、
本
物

指
向
が
見
ら
れ
ま
す
。
刷
山
え
ば
、
一
二

枚
一
組
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
お
盆

よ
り
も
、
天
然
木
の
物
を
一
枚
と
い

っ
た
傾
向
で
す
。

(第三種郵便物認可)

頭をなやます品選び

ファウンテン・ギプ

の構想などしミかが/
ト

引菓子 (ホテルニュー・ジャパンの引出物

コーナーで撮影)

第 634号

=千兄p金と引出物=

考
え
る
と
、
二
万
円
を
包
ん
で
も
い

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の

場
合
は
、
縁
組
を
か
つ
ぐ
家
か
ど
う

か
、
確
か
め
る
と
と
が
肝
心
で
す
。

披
露
妻
子
る
時
、
主
聾
官
側
が

列
席
者
を
沼
待
す
る
の
か
、
逆
に
、

引
回
何
者
が
二
人
を
祝
っ
て
あ
げ
る
の

か
に
よ
っ
て
、
そ
の
意
味
が
大
き
く
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健康で豊純生活i久良い食生活から日清製紛11..1蜘年の創業

以来Jつねiこ品質の保証・向上に万全i'Mした援品セお届けしてきま
した.少しのまちがいち言守されない食品川主、総合的基礎研究に立っ

て、最新鋭設備を駆使し、厳しい品質管穫が必要ですい、ま、日清製紛

グループl主、 総会食品メーカーとして、 さらに.かな食生活の実現

をすすめていますL皆さまの信頼におこたえする、責任ある製品を絶え

ずお届けし、理想的食生活の環境づくりに、いっそうの努力を続けますL
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